
三浦 太郎/作・絵

童心社

N/D/あ

たたたたたとやってきたのは、なすのとうさん。

むらさきのぼうしかぶっていってきまーす。

どどどどどとやってきたのは、パイナップルのに

いさん。かっこいいぼうしかぶっていってきまーす。

”さささささ”、”ばばばばば”・・・とみんなつぎつぎ

やってきて「ぼうしかぶっていってきまーす」

稲田 務/作

福音館書店

Y/K/B/か

ともだちがたからばこをみせてくれたよ。

ゆみちゃんのたからものはかいがら。そのなかでも、

くるくるってまいているのがすきなんだって。みのる

ちゃんはかわでひろったいし。ざらざら、すべす

べ・・・いろんないしをもってかえってえをかいたん

だって。みちでひろったじてんじゃのベル。こわれて

いるけどただしちゃんにとってはたからもの。

それぞれみんなすてきなたからもの。

きみももっているかな？たからもの。

かどの えいこ/作

こうもと さちこ/絵

福音館書店

Y/E/い

なつやすみ。タッくんは、おとうさんとおばあちゃんちに

いきました。ろうかのつきあたりのものおきにはふるい

ものがいっぱい。そのなかにおとうさんがちいさいころ

つかっていたふるいはちまきがまかれたいすと、とん

ぼもようのついたむぎわらぼうしがありました。タッくん

がそのぼうしをかぶると、なんといすがうごきだして、

”いすうまのり”にのってとさそうのです。タッくんがいす

のせなかのほうをむいてまたがると・・・。

たけがみ たえ/作

あかね書房

Y/D/う

わたしは、いぬのべら。

おうちのおとうさんとなつことはじめてのうみ。か

ぜのにおいをかぎながらにもつのばん。なかみの

おべんとうは、よいにおい。かぐだけかぐだけ・・・。

のどがかわいてきたのでうみのみずをぺちょっ。

しょっぱい！でもいろんなだしがきいている。

うみのなかは、なにがいるのかな？とのぞいて

いると・・・。

中川 ひろたか/作

岡本 よしろう/絵

アリス館

Y/R/な

くすのき しげのり/作

福田 岩緒/絵

えほんの杜

J/S/え

みのまわりには、いろんなあみがある。

たとえばいえのあみど。むしがはいってこないように

するもの。むしとりあみやバトミントンのラケットもあみ。

もし、ただのふくろや、いたでできていたらどうだろう？

どうやら、あみにはいろんなやくめがあるみたいだ。

あみをしればしるほどおもしろい。

”あみって すごい！”

あついひのがっこうのかえりみち、マナブは、くるまいす

のでんきがきれてうごかなくなってこまっているおっちゃ

んを、コンビニまでおしていくことにしました。

そのようすをみたひとから ”ええことしてるね” ”えらい

ね”とほめられたマナブは、ともだちがおしたいといって

も「ひとりでじゅうぶん」とちょうしにのり、コンビニよりとお

いいえまでおしていくとはりきります。

しかし、コンビニをとおりすぎると・・・。

うみのあじ

ええことするのは、

ええもんや！

ぼうしかぶって
中川ひろたかのせいかつかがく絵本あかちゃんととととと

かがくのとも特製版
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